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(57)【要約】
【課題】有機電界発光表示装置を提供すること。
【解決手段】走査線及びデータ線に接続された複数の有
機発光ダイオードを含む画素部３１０と、走査線に走査
信号を供給する走査駆動部３２０と、データ線にデータ
信号を供給するデータ駆動部３３０とを備え、正常時、
電流がデータ駆動部から画素部、走査駆動部に向かい順
次に流れる有機電界発光表示装置３００であって、更に
、走査駆動部と画素部との間に接続され、画素部の不良
により走査駆動部から画素部に向かう異常電流を遮断す
る電流遮断手段を含むことを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線に接続された複数の有機発光ダイオードを含む画素部と、
　前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部とを備え、
　正常時、電流がデータ駆動部から画素部、走査駆動部に向かい順次に流れる有機電界発
光表示装置であって、
　更に、前記走査駆動部と前記画素部との間に接続され、画素部の不良により前記走査駆
動部から前記画素部に向かう異常電流を遮断する電流遮断手段を含むことを特徴とする有
機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記電流遮断手段は、前記走査線の少なくとも１つの走査線上に位置することを特徴と
する請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記電流遮断手段は、前記走査線のそれぞれに形成されることを特徴とする請求項２に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記電流遮断手段は、ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項５】
　前記ダイオードのアノード電極は、前記画素部に接続され、カソード電極は、前記走査
駆動部に接続されることを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記電流遮断手段は、抵抗素子であることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項７】
　前記電流遮断手段は、前記走査駆動部内に含まれることを特徴とする請求項１に記載の
有機電界発光表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に関し、特に、明線不良を防止することのできる有機
電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管に比べて、重量が軽くかつ体積の小さい各種の平板表示装置（Ｆｌａｔ
　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）が開発されており、特に、有機化合物を
発光材料として使用した、輝度及び色純度の高い有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ
　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）が注
目されている。
【０００３】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置を示す図である。説明の便宜上、図１では、手動
型有機電界発光表示装置を例示する。
【０００４】
　図１を参照すると、従来の有機電界発光表示装置１００は、画素部１１０と、走査駆動
部１２０と、データ駆動部１３０とを備える。
【０００５】
　画素部１１０は、第１～第ｎ走査線Ｓ１～Ｓｎ及び第１～第ｍデータ線Ｄ１～Ｄｍに接
続された複数の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を含む。
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【０００６】
　このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、有機発光ダイオード自身に接続された
データ線Ｄ及び走査線Ｓから供給されるデータ信号及び走査信号に対応して発光すること
により、それぞれ１つの画素として動作する。
【０００７】
　走査駆動部１２０は、第１～第ｎ走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。
【０００８】
　より具体的に、走査駆動部１２０には、図示していないハイレベルの電圧源と基底電圧
源とが含まれ、各走査線Ｓ１～Ｓｎは、選択に対応して、ハイレベルの電圧源及び基底電
圧源のいずれか１つに接続するように切り替えられる。すなわち、発光するように選択さ
れた有機発光ダイオード１１２に接続された第２走査線Ｓ２は、基底電圧源に接続され、
これを除く残りの走査線Ｓは、ハイレベルの電圧源に接続される。
【０００９】
　データ駆動部１３０は、第１～第ｍデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。
【００１０】
　このような、有機電界発光表示装置１００において、画素を構成するそれぞれの有機発
光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、有機発光ダイオード自身に接続された走査線Ｓにローレベ
ルの電圧が供給されるとき（すなわち、有機発光ダイオード自身に接続された走査線Ｓが
基底電圧源に接続されるとき）に選択され、自体に接続されたデータ線Ｄから供給される
データ信号に対応する輝度で発光する。
【００１１】
　例えば、カソード電極に基底電圧が供給されると共に、アノード電極に基底電圧よりも
高い電圧レベルを有するデータ信号が供給された有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）１１２
は、順方向にバイアスされる。このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）１１２には、
Ａ経路に沿ってデータ信号に対応する電流ｉ１が流れる。これにより、有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）１１２は、有機発光ダイオード１１２自身を介して流れる電流の大きさｉ
１に対応する輝度で発光する。
【００１２】
　このとき、選択されていない有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極は、ハイ
レベルの電圧源に接続されるため、このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）には、逆
バイアス電圧が印加され発光しない。
【００１３】
　ただし、前述した有機電界発光表示装置１００の画素部１１０に短絡欠陥などが生じる
場合、短絡欠陥が生じた画素のデータ線Ｄに沿って明線不良を引き起こすことがある。こ
れに関し、図２を参照してさらに詳細に説明する。
【００１４】
　図２は、図１に示す画素部に短絡欠陥が生じたことを表す図である。同図において、図
１と同じ部分は、同一の参照符号を付し、これに関する詳細な説明は省略する。
【００１５】
　同図を参照すると、有機電界発光表示装置１００’の画素部１１０’には、短絡欠陥が
生じた画素１１４が含まれている。
【００１６】
　このように、短絡欠陥が生じた画素１１４が含まれていると、映像が表示されるとき、
短絡欠陥が生じた画素１１４のデータ線Ｄに沿って明線不良を引き起こすことがある。
【００１７】
　これをより具体的に説明すると、短絡欠陥が生じた画素１１４そのものは、有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）ではない、抵抗として作用するため、選択期間の間には発光せずに
暗点になるが、非選択期間の間に電流が流れ得る経路になることにより、明線不良を引き
起こす。
【００１８】
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　例えば、第２走査線Ｓ２と第２データ線Ｄ２に走査信号（ローレベル）及びデータ信号
が供給されるとき、正常的には、第２データ線Ｄ２から、第２走査線Ｓ２及び第２データ
線Ｄ２に接続された画素１１２を経由して、第２走査線Ｓ２へのＡ経路に沿った電流ｉ１
のみが流れなければならない。
【００１９】
　しかし、走査信号により選択された画素１１２と第２データ線Ｄ２とを共有する画素１
１４に短絡欠陥が生じると、短絡欠陥が生じた画素１１４に接続された第１走査線Ｓ１か
ら、短絡欠陥が生じた画素１１４を経由して、走査信号により選択された画素１１２への
Ｂ経路に沿った異常電流ｉ２の流れが生成され、選択された画素１１２には、これらを合
せただけの電流ｉ１＋ｉ２が流れるようになる。そのため、走査信号により選択された画
素１１２には過電流が流れ、データ信号に対応する所定の輝度よりも高い輝度で発光する
。これにより、走査信号により選択された画素１１２は、明点になり得る。特に、選択さ
れた画素１１２が暗い階調、例えば、黒色の階調を表すとき、明点はさらに鮮明になる。
【００２０】
　また、第２走査線Ｓ２への走査信号の供給が中断され、第２走査線Ｓ２は、ハイレベル
の電圧源に接続され、その次の走査線である第３走査線Ｓ３に走査信号が供給される期間
の間にも、同じ原理により、第３走査線Ｓ３に位置し、短絡欠陥が生じた画素１１４と第
２データ線Ｄ２とを共有する画素とが明点になる。
【００２１】
　このような方式により、１フレームの間に走査線Ｓが順に選択される間、短絡欠陥が生
じた画素１１４が選択される期間を除く残りの期間には、短絡欠陥が生じた画素１１４に
接続された第２データ線Ｄ２に沿って明線不良が発生する。
【００２２】
【特許文献１】韓国公開特許２００３－００６３５５０号公報
【特許文献２】韓国公開特許２００２－００９２０２８号公報
【特許文献３】韓国公開特許２００４－００８５６７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　そこで、本発明の目的は、短絡欠陥が生じた画素を介して異常電流が流れるのを遮断す
ることにより、明線不良を防止することが可能な新規かつ改良された有機電界発光表示装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上記課題を解決するために本発明のある観点によれば、走査線及びデータ線に接続され
た複数の有機発光ダイオードを含む画素部と、走査線に走査信号を供給する走査駆動部と
、データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部とを備え、正常時、電流がデータ駆動部
から画素部、走査駆動部に向かい順次に流れる有機電界発光表示装置であって、
更に、走査駆動部と画素部との間に接続され、画素部の不良により走査駆動部から画素部
に向かう異常電流の流れを遮断する電流遮断手段と、を含む有機電界発光表示装置が提供
される。
【００２５】
　また、電流遮断手段は、走査線の少なくとも１つの走査線上に位置してもよい。また、
電流遮断手段は、走査線のそれぞれに形成されてもよい。また、電流遮断手段は、ダイオ
ードであってもよい。また、ダイオードのアノード電極は、画素部に接続され、カソード
電極は、走査駆動部に接続されてもよい。また、電流遮断手段は、抵抗素子であってもよ
い。また、電流遮断手段は走査駆動部内に含まれてもよい。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように、本発明にかかる有機電界発光表示装置によれば、画素に短絡欠陥
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が生じても、画素部と走査駆動部との間に位置するダイオード群または抵抗群などの電流
遮断手段により、走査駆動部から画素部に向かう異常電流の流れを遮断し、画素部の明線
不良を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付された図３～図６を参照して詳細に説明する。
【００２８】
　図３は、本発明の一実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。説明の便宜上
、図３では、手動型有機電界発光表示装置を例示しているが、本発明はこれに限定される
ものではない。
【００２９】
　図３を参照すると、本発明の一実施例に係る有機電界発光表示装置３００は、画素部３
１０と、走査駆動部３２０と、データ駆動部３３０と、ダイオード群３４０とを備える。
【００３０】
　画素部３１０は、第１～第ｎ走査線Ｓ１～Ｓｎ及び第１～第ｍデータ線Ｄ１～Ｄｍに接
続された複数の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を含む。
【００３１】
　このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、有機発光ダイオードに接続されたデー
タ線Ｄ及び走査線Ｓから供給されるデータ信号及び走査信号に対応して発光することによ
り、それぞれ１つの画素として動作する。
【００３２】
　走査駆動部３２０は、第１～第ｎ走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給する。
【００３３】
　より具体的に、走査駆動部３２０には、図示しないハイレベルの電圧源と基底電圧源と
が含まれ、各走査線Ｓ１～Ｓｎは、選択に対応して、ハイレベルの電圧源及び基底電圧源
のいずれか１つに接続するように切り替えられる。すなわち、発光するように選択された
有機発光ダイオード３１２に接続された第２走査線Ｓ２は、基底電圧源に接続され、これ
を除く残りの走査線Ｓは、ハイレベルの電圧源に接続される。
【００３４】
　データ駆動部３３０は、第１～第ｍデータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。
【００３５】
　ダイオード群３４０は、走査駆動部３２０と画素部３１０との間に接続される少なくと
も１つのダイオードｄを含む。
【００３６】
　より具体的に、ダイオード群３４０に含まれたダイオードｄは、第１～第ｎ走査線Ｓ１
～Ｓｎの少なくともいずれか１つの走査線Ｓ、より好ましくは、走査線Ｓのそれぞれに形
成される。
【００３７】
　このとき、ダイオード群３４０に含まれたダイオードｄのアノード電極は、画素部３１
０、特に、自体と第１走査線Ｓ１とを共有する有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソー
ド電極に接続される。そして、ダイオード群３４０に含まれたダイオードｄのカソード電
極は、走査駆動部３２０、より好ましくは、走査駆動部３２０のハイレベルの電圧源に接
続される。
【００３８】
　そのため、ダイオード群３４０は、走査駆動部３２０から画素部３１０に向かう異常電
流の流れを遮断する一方向の電流遮断手段として動作する。
【００３９】
　このような有機電界発光表示装置３００において、画素をなすそれぞれの有機発光ダイ
オード（ＯＬＥＤ）は、自体に接続された走査線Ｓにローレベルの電圧が供給されるとき



(6) JP 2008-176265 A 2008.7.31

10

20

30

40

50

（すなわち、自体に接続された走査線Ｓが基底電圧源に接続されるとき）に選択され、自
体に接続されたデータ線Ｄから供給されるデータ信号に対応する輝度で発光する。
【００４０】
　例えば、カソード電極に基底電圧が供給されると共に、アノード電極に基底電圧よりも
高い電圧レベルを有するデータ信号が供給された有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）３１２
は、順方向にバイアスされる。このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）３１２には、
Ｃ経路に沿ってデータ信号に対応する電流ｉが流れ、これにより、有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）３１２は、自体を介して流れる電流の大きさｉに対応する輝度で発光する。
【００４１】
　このとき、選択されていない有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極は、ハイ
レベルの電圧源に接続されるため、このような有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）には、逆
バイアス電圧が印加され発光しない。
【００４２】
　前述した有機電界発光表示装置３００において、ダイオード群３４０に含まれたダイオ
ードｄは、画素部３１０から走査駆動部３２０への電流の流れは許容するが、逆方向への
電流の流れは遮断するため、画素部３１０に短絡欠陥が生じた画素が含まれていても、明
線不良は発生しない。これに関し、図４を参照してさらに詳細に説明する。
【００４３】
　図４は、図３に示す画素部に短絡欠陥が生じたことを表す図である。図４において、図
３と同じ部分は、同一の参照符号を付し、これに関する詳細な説明は省略する。
【００４４】
　図４を参照すると、有機電界発光表示装置３００’の画素部３１０’には、短絡欠陥が
生じた画素３１４が含まれている。
【００４５】
　このように、短絡欠陥が生じた画素３１４そのものは、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）ではない、抵抗として作用するが、このような画素３１４には、非選択期間の間には電
流が流れない。
【００４６】
　これは、画素部３１０’と走査駆動部３２０との間の走査線Ｓ、特に、短絡欠陥が生じ
た画素３１４と接続された第１走査線Ｓ１に接続されたダイオードｄ１が走査駆動部３４
０から短絡欠陥が生じた画素３１４への異常電流の流れを遮断しているからである。
【００４７】
　したがって、画素部３１０’において、短絡欠陥が生じた画素３１４への異常電流の流
れは遮断される。
【００４８】
　反面、走査信号により選択された画素３１２と接続された第２データ線Ｄ２から、選択
された画素３１２を経由して、現在の第２走査線（すなわち、ローレベルの走査信号が供
給されるように選択された走査線）Ｓ２に至るＣ経路の電流は、正常に流れるようになる
。これにより、現在選択された画素３１２は、データ信号に対応する輝度で発光する。
【００４９】
　一方、図５に示す有機電界発光表示装置３００’’のように、ダイオード群３４０’は
、走査駆動部３２０’内に含まれてもよい。この場合も、ダイオード群３４０’に含まれ
たダイオードｄのアノード電極は、画素部３１０に接続され、カソード電極は、走査駆動
部３２０’内の、図示しないハイレベルの電圧源などに接続され、画素部３１０に短絡欠
陥が生じた画素が含まれていても、異常電流の流れを遮断する。
【００５０】
　さらに、異常電流の流れを遮断する電流遮断手段は、単にダイオードに限定されるもの
ではない。例えば、図６に示すように、抵抗素子を用いて異常電流の流れを遮断すること
もできる。
【００５１】
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　図６を参照すると、有機電界発光表示装置３００’’’の画素部３１０と走査駆動部３
２０との間に、少なくとも１つの抵抗素子Ｒからなる抵抗群３５０を接続することもでき
る。
【００５２】
　より具体的に説明すると、抵抗群３５０は、第１～第ｎ走査線Ｓ１～Ｓｎの少なくとも
いずれか１つの走査線Ｓ、より好ましくは、走査線Ｓのそれぞれに形成された抵抗素子Ｒ
を含む。
【００５３】
　このとき、抵抗群３５０に含まれた抵抗素子Ｒは、走査駆動部３２０のハイレベルの電
圧源に接続され、基底電圧源には接続しないように接続される。
【００５４】
　また、このような抵抗素子Ｒは、抵抗素子Ｒを介して流れる電流が数μＡ以下になるよ
うにする抵抗値を有するように設計され、実質的に電流を遮断するように設計されるよう
にしてもよい。
【００５５】
　ここで、ハイレベルの電圧源に接続される走査線Ｓは、非選択走査線Ｓであることから
、このような走査線Ｓを経由して流れる電流は、抵抗素子Ｒにより遮断される。したがっ
て、走査信号により選択されない画素に短絡欠陥が生じた場合でも、短絡欠陥が生じた画
素を介した異常電流の流れは遮断される。
【００５６】
　反面、走査信号により選択される走査線Ｓは、基底電圧源と接続される一方、抵抗群３
５０に含まれた抵抗素子Ｒには接続されないことから、選択された走査線Ｓを経由する電
流の流れは正常に許容される。
【００５７】
　一方、抵抗群３５０も、ダイオード群３４０と同様に、走査駆動部３２０内に含まれる
ことができることは言うまでもない。
【００５８】
　本発明の技術思想は、上記のような好ましい実施例により具体的に記述されたが、上記
の実施例は、それを説明するためのものであり、それを制限するためのものではないこと
に注意しなければならない。また、本発明の技術分野における通常の知識を有する者なら
本発明の技術思想の範囲内で多様な変形例が可能であることを理解することができるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】従来の有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示す画素部に短絡欠陥が生じたことを表す図である。
【図３】本発明の一実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図４】図３に示す画素部に短絡欠陥が生じたことを表す図である。
【図５】本発明の他の実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図６】本発明のさらなる実施例に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【符号の説明】
【００６０】
　　３００　有機電界発光表示装置
　　３１０　画素部
　　３１２　発光画素
　　３２０　走査駆動部
　　３３０　データ駆動部
　　３４０　ダイオード群
　　３５０　抵抗群
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